
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

「トレパレシピ」では、トレパコンテンツがトレパのどの

ような機能を組み合わせて作られているか説明します。 

1.「機能」から「画像」→「埋め込み型」を

クリックし、画像エリアを追加します。 

2. 画像素材を用意しておいた

フォルダを開き、画像ファイル

を画像エリアにドラッグ＆ド

ロップします。 

（この画像の右にある英文は

画像の中に含まれています） 

3. イラストとキーワードを使って、

学習した形で会話を作り発話させる

練習にします。 

「発話」→「発話診断」をクリックし

発話診断エリアを追加します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 発話診断に使用するテキストを表示すると、

生徒が作る会話文の答えが見えてしまいます。 

「テキストを隠す」チェックボックスにチェック

を入れます。 
※発話診断のテキスト入力画面 

 

5. 発話診断に使用するテキストを入力します。

原稿をそのまま入力すると、「A:」という部分も

発話することになってしまいますので、本文のみ

にしている点に注意してください。 

6. この繰り返しで発話練習用コンテンツを

作っていきます。イラストの右にある英文の

ようなアンダーラインや太字を「テキスト」

機能で入力したい場合は、文字を選択して

ctrl+u（アンダーラインの場合。太字は

ctrl+b）で表現できます。 
※テキスト入力画面 

 


